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Ⅰ 点検及び評価について                            

１ 趣 旨 

南アルプス市教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報

告書を作成し、南アルプス市議会に提出するとともに、市民の皆さまに公表をしています。 

これは、教育委員会の責任体制を明確化するため、平成１９年の「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」の改正において義務付けられたものです。 

南アルプス市教育委員会では、自らが点検及び評価を行った結果を、今後の事務の執行に反映し、効

果的な教育行政を推進していきます。 

 

２ 点検及び評価の対象とした事務 

（１）教育委員会の活動に対する点検及び評価 

  委員自らが教育委員会活動の内容を振り返り、評価を行った上で評点し、意見を記載しました。 

（２）教育委員会事務局の事務事業に対する点検及び評価 

南アルプス市では南アルプス市総合計画の進行管理を行うための手法として、行政評価システム 

を取り入れ、すべての事務事業に対して「事務事業マネジメントシート」を作成し、内部評価を実 

施しています。 

点検及び評価に関しては、この行政評価システムを活用し、南アルプス市教育委員会に属する事務 

事業の執行状況等について振り返り、取りまとめを行いました。また、令和４年３月に策定した「第

２次南アルプス市教育振興プラン」との関連について、施策の体系にある１４の施策に該当する番号

を事務事業ごとに表示しました。 

ただし、事業選択や予算規模に自由裁量がない「国・県の制度による義務的事業」や「義務化され 

 ている協議会等の負担金に係る事業」については、対象外としました。 

①事務事業総数：１７１事業 

②点検及び評価した事務事業１１４事業  

③点検及び評価から除いた事務事業：５７事業 

※義務的事業及び義務化されている協議会等の負担金に係る事業を除く。 

 

３ 評価の点数表 

評価の点数は、「５」から「１」までの５段階評価で行いました。 

５ 目的をはるかに超え達成、他への波及効果などが見られる。 

４ 目的以上に達成 

３ 目的どおり達成 

２ 目的までは達成できなかった。 

１ 目的までまったく達成できなかった。 

-3-



 

 

 

Ⅱ 点検及び評価のまとめ                                

 

１ 教育委員会の活動に対する点検及び評価（P16、2(1)～P17、2(4)の4項目の平均 

                                     平均評点：３．８ 

 

２ 教育委員会事務局の事務事業に対する点検及び評価 

（１）基本政策 ： ４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成 

施策名：26 生涯学習の推進（P21～施策26の41事業の平均）・・・・・・平均評点：３．０ 

 

『公民館運営』では、新型コロナウイルス感染症の5類移行により、公民館の館長、主事を中

心に、必要な感染症拡大防止対策を講じながら各種事業を実施し、地域住民の交流や文化振興を

図りました。 

 

『生涯学習推進事業』では、市の広報やホームページ等で積極的に学習に関する情報を発信す

るなかで生涯学習活動を促進しました。また、市民が各種講座等への参加を通じて、学ぶ喜びを

感じられるような環境づくりにも取り組みました。特に市民主体の学習活動を醸成するため、市

民自らが講師となり個人の自発的意思に基づいて行う「自主企画講座」の開催に注力しました。 

また、社会教育の振興や生涯学習の推進を図るため活動を支援している社会教育団体では、コ

ロナ禍においては社会教育活動の休止や事業縮小もみられましたが、活動を再開する団体も増

え、社会教育委員による活動調査も行われました。 

 

『保健体育総務管理』においては、スポーツ推進委員との連携により、子どもから高齢者まで

楽しめるニュースポーツや軽スポーツの普及、楽しく体を動かす健康スポーツ教室等を開催する

など、生涯スポーツ活動の推進に取り組みました。同時に、生涯スポーツの普及振興を図るため、

スポーツ協会への支援も行いました。 

 

『各種社会教育施設管理』、『体育施設維持管理』においても、老朽化などに伴う施設や設備の

修繕を必要に応じて実施し、直営施設及び指定管理施設ともに施設の適正な維持管理を行い、利

用者が安心・安全に使用できるような環境整備に努めました。 

 

教育委員会定例会を12回、臨時会を2回開催しました。定例会では、条例等の制定、一部改正、

重要案件の審議、教育委員会所管の各種委員会等の委員の選任を行い、臨時会では財産の取得、教

育委員会表彰などの審議を行いました。 

また、定例会の夜間開催を試みた月もあり、教育委員、関係職員が出席しやすい会議運営を行い

ました。 

研修会等については、教育委員に対し、各課より主要事業説明会が開催され、教育委員会事業の

状況を知ることができるとともに、教育委員の資質の向上に寄与することができました。 

学校訪問については、教育行政上の課題への対応、学校現場の現状と課題の把握ができました。 
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『体育施設整備』では、リニア建設工事に伴う甲西市民総合グラウンドの機能回復に向けて、

管理業務委託、工事、物件移転補償等を実施しました。 

 

市立図書館では、資料貸出数・利用者数・事業参加者数のすべてが前年度より上回りました。 

子ども向け事業では、4年ぶりに「子ども講演会」「クリスマス会」を開催しました。「事前申

込制おはなし会」「ブックスタート・セカンドブック・サードブック」事業、「夏休み行事」等、

子どもたちが小さいときから読書に親しみ、読書習慣を身に付けられるような定期的事業のほ

か、新たに「サプライズおはなし会」を行いました。 

 

一般向け事業では、「沢木耕太郎講演会」「朗読会」「シニア講座」等を行い、市民の幅広い学

習活動を支援しました。また、櫛形生涯学習センター事業として「図書館でシネマ」「図書館警

察音楽隊コンサート」を行いました。 

ふるさと人物室では、南アルプス市にゆかりのある人物の企画展や講演会を行ったほか、偉人

マンガ『東京タワーをつくった人 内藤多仲』を発行し、ふるさと教育の推進を図りました。 

 

市立美術館では、企画展として「20 世紀巨匠の版画達」展を、常設展として「笠松紫浪木版

画」展、「親子で楽しむ南アルプス市立美術館コレクション」展また、地元作家である「井上ひ

ろ美」展など魅力ある展覧会の開催に努めました。 

 

教育普及事業では、子どもから大人までを対象としたワークショップや美術体験講座を開催

し、また、学校からの要請により職員が学校に出向きワークショップを行う「出張美術館」を実

施し、博学連携を推進しました。 

新しい取組みとして、月曜日の休館日に市内小学生を対象として、自由に観覧できる「わくわ

く美術館」を企画し、７回実施しました。 
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（２）基本政策 ： ４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成 

施策名：27 歴史・伝統文化の振興（P26～施策27の14事業の平均）・・・平均評点：３．２ 

 

『文化財の保護に関する事業』では、所有者・管理者への適切な助言や補助事業の実施などに

努める一方、『教育普及事業』を実施し、実施回数は233回、参加延べ人数9,629人を数えまし

た。内訳は小中学校等に出向き授業を行った回数が 125回、教職員向けの研修が18回、その他

一般向けの講座等が90回でした。実施数は、前年度に比べ約20％以上増加しており、コロナ禍

の影響からの回復が認められます。一方でのべ参加者数は約 17％増にとどまり、市内の児童数

減少の影響が出てきている可能性もあります。 

 

『埋蔵文化財に関する事業』では、遺跡の保護を図るために、適時適切な試掘確認調査等の実

施に努めました。令和5年度の試掘調査の実施件数は26件、工事立会等件数は139件でした。

また、史跡整備に関連して、国指定史跡御勅使川旧堤防のうち桝形堤防の整備工事が完了し、3

月から一般公開がはじまりました。整備工事の際は、小学生などにも参加を呼びかけ「市民みん

なでつくる史跡整備」を実践しました。令和4年10月に着手された新産業拠点整備事業にとも

なう発掘調査も、当初予定のとおり令和5年度の9月末に完了しています。 

 

『ふるさと文化伝承館運営事業』は、ふるさと〇〇（まるまる）博物館推進事業と連携したテ

ーマ展示「ナニコレ！昔の道具展」、「身だしなみの民具展」や遺跡の調査結果を紐解いた「かつ

て牧場があった！南アルプス山麓の古代牧」を開催しました。また、ミニ企画「重要文化財鋳物

師屋遺跡出土品全点特別公開」は県外からの利用者が目立ちました。年間の利用者は過去最高の

9,411人となり、前年比26％増加しました。物品販売額も約180万円に上っています。 

 

『安藤家住宅管理運営事業』、『安藤家住宅イベント開催事業』では、重要文化財としての「安

藤家住宅」の価値を損なわないよう適切に管理し、令和5年度は、大型バスも駐車可能となる駐

車場とバリアフリーにも対応したトイレの整備工事を実施しました。年間の入館者数は3,915人

で前年比約 93％でした。最も誘客できるひな祭りの時期に駐車場工事が重なったことが影響し

たものと考えられます。また、令和5年度は3年ぶりに秋祭り宵の部（コンサート）を行うこと

ができました。「ミニ門松づくり」、「むかし遊びとお話会」、「紅葉ライトアップ」なども開催し、

催事についても平年どおりの開催に近づきつつあります。 

  

『ふるさと○○博物館推進事業』では、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したものの、依

然証言者（高齢者）宅への訪問が難しい状況にありますが、新たな証言の収集、資料の収集など

を継続して行うことができました。このような調査・収集の成果等を反映した「デジタルアーカ

イブ」への地域資源の登録件数も順調に増え、令和 5 年度末時点で前年比 109％の 970 件を数

え、年度中のアクセス件数も67万件、前年比223％と大幅に増加しています。 
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（３）基本政策 ： ４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成 

施策名 ： 28 学校教育の充実（P28～施策28の43事業の平均）・・・・・平均評点：３．０ 

 

『育英奨学会事業』では、奨学生の選考等について、適正な事務を執行することができました。 

 

『就学援助事業』においては、小中学校に通う経済的に恵まれない児童・生徒への適切な支援

を行いました。 

 

『市指定研究事業』では4つの指定校研究事業に取り組みました。 

1つ目の『学びの質を高める授業づくり推進事業』については、3校（白根飯野小：2年目、小

笠原小：1年目、櫛形中学校：1年目）を指定校とし、児童生徒がお互いの考えや表現を聴き合

い、学び合う授業づくりについて研究を推進しました。 

2つ目の『南アルプス自然体験推進事業』では、ユネスコエコスクールに認定されている芦安

小中学校を指定校とし、事業を展開しました。自然を愛する心や人間性を育む取り組みを行いま

した。 

3つ目の『いじめ・不登校未然防止推進事業』では、市内全小中学校でＱ－Ｕ検査を実施し、

学級状態の把握を行い、支援を必要としている児童生徒への早期対応を図りました。 

4つ目の『小中学校における小笠原流礼法推進事業』では、師範を全小中学校に派遣し、礼法

を取り入れた心の教育を推進するとともに、全小中学校で礼法に則った卒業証書授与式を行いま

した。 

 

『市単講師派遣事業』では、36名の市単講師等を小中学校へ配置し、多人数学級への対応、複

式学級の解消、特別支援教育の推進、基礎学力の向上及び一人ひとりの特性に応じたきめ細かな

指導の充実等を図りました。 

 

『教育支援センター運営管理事業』では、新たに北部教育支援センターを開設し、学校へ登校

することが困難な児童生徒が通う適応指導教室として、家庭や学校と連絡を取りながら学校復帰

を目指して、学習支援、教育相談を行いました。 

 

『外国語指導講師配置管理事業』では、小中学校にアドバイザー１名と 10名のＡＬＴを配置

し、「聞く・話す」ことを中心に指導を行い、児童生徒のコミュニケーション能力の向上を図る

ことができました。また、生の英語に触れる中で、他国の文化や外国語（英語）に親しみをもた

せることや国際的な理解を深めることに努めました。 

 

『小中一貫教育研究推進事業』では、あらたに甲西・白根御勅使中学校区が小中一貫校となり、

市内全小中学校が小中一貫校になりました。推進協議会の中で成果と課題について話し合い、そ

れぞれの地域の特徴を生かせるような一貫校の運営について協議し、取り組みを進めました。 

 

『学校運営協議会事業』では、八田地区・芦安地区で、小中一貫校として学校運営協議会を行

い、地域との連携を図りながら取り組みを進めました。 
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『教育環境づくり』では、『スクールガードリーダー事業』や地域ボランティアを活用した 

『学校応援団育成事業』に取り組み、児童生徒の安全確保や教育活動全体の充実を図りました。 

 

『各学校給食』では、子育て支援として、児童生徒の学校給食費の無償化を実施しました。ま

た、油や小麦粉など給食用の食材の値上げが続くなか、昨年度からの賄材料費 10％増額を継続

し、献立等を工夫しながら、質・量とも内容を維持することができました。食物アレルギーを有

する児童生徒については、「学校におけるアレルギー対応マニュアル」に基づき、食物アレルギ

ー対応給食を実施しました。学校給食費の未納については、無償化により現年度分が発生しない

ため、過年度分の未納の解消に専念する中で、私債権としては市で初めての裁判所を通した支払

督促を実施しました。 

 

『学校給食費等補助金交付事業』では、市立学校以外の義務教育諸学校に在学している児童生

徒の保護者や、市立小中学校に在学しているが食物アレルギー等やむを得ない事情により弁当を

持参する児童生徒の保護者に対して補助金を交付しました。 

 

（４）基本政策 ： ４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成 

施策名 ： 29 学校施設の整備（P33～施策29の5事業の平均）・・・・・平均評点：３．０ 

 

 

『小学校施設設備整備事業』では、市立 15小学校の既存施設・設備の維持管理や、環境改善

のための改修及び更新を行いました。 

 

『若草小学校改築事業』では、仮設校舎が完成しました。また校舎解体工事の契約を締結しま

した。 

 

『中学校施設設備整備事業』では、市立７中学校の既存施設・設備の維持管理や、環境改善の

ための改修及び更新を行いました。 

 

『屋内運動場等照明ＬＥＤ化事業（小学校分）』では、市内小学校11校の屋内運動場照明のＬ

ＥＤ化改修を行いました。 

 

『屋内運動場等照明ＬＥＤ化事業（中学校分）』では、市内中学校 6校の屋内運動場・武道場

照明のＬＥＤ化改修を行いました。 
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（５）基本政策 ： ４ 心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成 

施策名： 30 青少年の健全育成の推進（P34～施策30の11事業の平均）・平均評点：３．１ 

 

『青少年交流事業』では、夏休み期間を利用し、国内友好姉妹都市である3町村との地域間

交流事業を実施しました。その中で、北海道津別町へは、本市の小学生が訪問しました。東京

都小笠原村とは、中学1，2年生による訪問団を、石川県穴水町とは、小学校6年生による訪問

団を受入れ、本市の小中学生やジュニアリーダーとの交流を図りました。この地域間交流で

は、地域や学校の異なった児童生徒との関わりを通じて、「異なる地域での体験を通して視野

を広げること」、「友好関係を深めること」、「外から見た南アルプス市の良さに気づき学ぶ

こと」等、積極性や協調性を学ぶことができました。 

 

『青少年対策事業』では、3人の青少年育成コーディネーターを中心に、地域や学校との連絡

調整を図るなかで青少年の健全育成の活動を推進しました。さらに、心身ともに健やかな次代を

担う青少年の健全育成を図るため、青少年育成南アルプス市民会議、子どもクラブ指導者連絡協

議会や警察署管内少年補導員連絡協議会等への支援を行いました。 

 

二十歳のつどいにおいては、式典の対象者により組織する実行委員会が主催者の一員として

式典の企画・運営を行いました。また、式典に参加できない対象者のために、YouTube市公式チ

ャンネルを活用し、式典をライブ配信しました。式典には、623人が参加し、対象者自らが企画、

運営し、様々な形で参加できる式典となりました。 

 

地域や学校でリーダーとして活躍する子どもを育成するためのジュニアリーダー養成事業で

は、年間22回の研修を開催することができました。地域や学区を超えて参加する研修生の中に仲

間意識が広がり、互いを高め合い、それぞれの意欲向上につながり、学校の生徒会役員や新たな

目標に向かって部活動や行事に参加するなどの成長に繋がりました。 
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開催月日
（区分）

案件区分 件　　名

議事

・フリースクール等のガイドラインに基づく申請に関する
  協議について
・南アルプス市学校運営協議会委員の委嘱又は任命について
・南アルプス市社会教育委員の委嘱について
・南アルプス市公民館運営審議会委員の委嘱について
・南アルプス市二十歳のつどい実行委員会要綱の制定について

その他

・指定学校変更の許可状況について
・小中学校の新型コロナウイルス感染状況と対応について
・令和５年度研究指定校等について
・緊急連絡網について
・南アルプス市教育委員会年間行事（前期）及び４･５月行事
　予定について

議事

・学校評議員の委嘱について
・学校関係者評価委員の委嘱について
・南アルプス市社会教育団体の認定について
・南アルプス市スポーツ推進委員の委嘱について
・南アルプス市文化財保護審議会委員の委嘱について
・南アルプス市子どもの読書活動推進協議会委員の委嘱又は
　任命について

その他
・南アルプス市奨学金貸与奨学生の決定について
・指定学校変更の許可状況について
・南アルプス市教育委員会５・６月行事予定について

議事 ・小中一貫教育推進協議会委員の委嘱について

その他

・指定学校変更の許可状況について
・甲西農村環境改善センター耐震診断及びアスベスト含有調査
　業務結果について
・部活の地域移行検討状況について
・緊急連絡網について
・南アルプス市教育委員会点検及び評価報告書の作成について
・教育委員会主要事業の説明について
・南アルプス市教育委員会６・７月行事予定について

６月２７日
（定例会）

Ⅲ　教育委員会の活動についての点検及び評価

１　教育委員会の活動状況
　教育委員会は、教育行政の中立性・安定性を確保するため、地方公共団体の長から独立して
設置されています。
　平成２７年４月１日施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法
律」により現在、教育委員会の構成は教育長と５人の委員で構成しています。

５月２４日
（定例会）

４月１８日
（定例会）

（１）教育委員会の定例会・臨時会
　　　教育委員会は、原則として、毎月会議を開催しており、合議により教育行政の
      基本方針や重要事項などを審議し決定しています。
　　　また、必要に応じて、随時、臨時会も開催しています。
　　○開催状況・・定例会１２回、臨時会２回
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議事 ・南アルプス市教育委員会表彰について

その他

・指定学校変更の許可状況について
・小中学校の新型コロナウイルス感染症状況と対応について
・市教委訪問のアンケートまとめについて
・フリースクールの申請について
・児童の出席停止について
・南アルプス市教育委員会点検及び評価報告書の作成について
・南アルプス市教育委員会７･８月行事予定について

議事

・令和６年度使用小学校教科用図書の採択について
・フリースクール等のガイドラインに基づく申請に関する協議
　について
・南アルプス市二十歳のつどい実行委員の委嘱について
・南アルプス市部活動地域移行推進協議会条例の制定について

その他

・南アルプス市教育委員会点検及び評価報告書について
・小林愛則育英奨学金受賞者及び卒業生進路の報告について
・指定学校変更の許可状況について
・南アルプス市教育委員会８･９月行事予定について

議事
・南アルプス市いじめ防止連携会議委員の委嘱又は任命について
・南アルプス市美術館協議会委員の委嘱について

その他

・第２次南アルプス市教育振興プランの進捗状況について
・指定学校変更の許可状況について
・令和５年度全国学力・学習状況調査 南アルプス市全体の
　まとめについて
・山梨県市町村教育委員会連合会の研修について
・中北地区教育委員会連合会の研修について
・指定研究「いじめ不登校未然防止推進事業」教育講演会開催
　について
・指定研究「学の質を高める授業づくり」研究指定校の公開研
　究会について
・芦安小中学校 学校説明会について
・南アルプス市教育委員会９･１０月行事予定について

議事
・南アルプス市立学校給食センター運営委員会委員の委嘱に
　ついて

その他

・指定学校変更の許可状況について
・公の施設の指定管理者の指定について
・南アルプス市教育委員会年間行事予定（後期）及び１０･
　１１月行事予定について

議事

・南アルプス市立小中学校における医療的ケア支援事業実施
　要綱の制定について
・公の施設の指定管理者の指定について
・南アルプス市部活動地域移行推進協議会委員の委嘱について
・南アルプス市学校給食費等補助金交付要綱の制定について

その他

・指定学校変更の許可状況について
・市内小中学校インフルエンザ感染症の状況と対応について
・国登録有形文化財への新規登録について
・南アルプス市教育委員会１１･１２月行事予定について

７月１３日
（定例会）

１０月２３日
（定例会）

１１月２０日
（定例会）

９月２８日
(定例会）

８月８日
（定例会）
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１２月１９日
（定例会）

その他

・若草小学校校舎解体工事請負契約の締結について
・甲西市民総合グラウンド整備工事請負契約の締結について
・南アルプス市教育施設 長寿命化基本計画第１次実施計画
　の進捗状況について
・指定学校変更の許可状況について
・市内小中学校インフルエンザ感染症等の状況及び対応について
・芦安小中学校　学校説明会について
・南アルプス市教育委員会１２･１月行事予定について

議事
・南アルプス市ふるさと人物室運営委員会委員の委嘱又は
　任命について

その他
・指定学校変更の許可状況について
・芦安小中学校転入学許可について
・南アルプス市教育委員会１･２月行事予定について

議事

・南アルプス市教育委員会表彰について
・南アルプス市社会体育施設条例の一部改正について
・南アルプス市社会体育施設条例施行規則の一部改正について
・南アルプス市学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正
  について
・南アルプス市学校体育施設等の利用等に関する条例施行規則の
  一部改正について

その他
・指定学校変更の許可状況について
・市内小中学校インフルエンザ感染症等の状況及び対応について
・南アルプス市教育委員会２･３月行事予定について

３月１日
（臨時会）

議事 ・財産の取得について（小学校教師用教科書・指導書）

３月７日
（臨時会）

議事
・南アルプス市教育委員会表彰について
・南アルプス市療養等代替教職員設置要綱の一部改正について
・南アルプス市学校給食費徴収規則の一部改正について

議事

・「指導要録上出席扱いとすることができる不登校児童生徒を
　対象とした民間施設（フリースクール等）のガイドライン」
　の制定について
・南アルプス市立美術館条例施行規則の一部改正について

その他
・指定学校変更の許可状況について
・市内小中学校インフルエンザ感染症等の状況及び対応について
・南アルプス市教育委員会３・４月行事予定について

３月１９日
（定例会）

２月１９日
（定例会）

１月２２日
（定例会）
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訪問日

5月24日

5月27日

5月28日

5月29日

5月30日

6月20日

6月21日

6月24日

6月25日

6月26日

6月27日

6月28日

7月2日

7月3日

7月4日

7月5日

7月8日

7月9日

訪　　問　　先

　教育委員会では例年、５月～７月にかけて市立小中学校２２校を訪問し、子どもの様子や教
員の指導方法など、細かく見て回っています。視察終了後は、学校側と意見交換を行い、課題
があれば改善するよう助言を行っています。令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類
となる中で、市内小中学校２２校の学校を視察することができました。

（２）学校訪問

　  白根百田小学校

　　小笠原小学校

　　白根飯野小学校

　　若草南小学校

　　豊小学校

　　白根源小学校

　　落合小学校・南湖小学校

　　八田小学校

　　大明小学校

　　芦安小学校・芦安中学校

　　白根御勅使中学校

　　櫛形北小学校・櫛形西小学校

　　白根巨摩中学校・八田中学校

　　若草小学校

（３）研修会等への参加
　教育委員会では、例年各種研修会、総会及び大会等に積極的に参加し、教育行政に関する情
報収集や各市町委員との意見交換等を行い、各自の資質向上に努めていますが、令和５年度
は、南アルプス市教育委員研修会を開催し、各課の主要事業説明、所管施設の視察機会を設け
ました。

　　白根東小学校

　　若草中学校

　　櫛形中学校

　　甲西中学校
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１　中北地区教育委員会連合会

月日

4月

6月

8月

10月

3月

２　山梨県市町村教育委員会連合会

月日

7月

10月

2月

3月

３　県外研修

月日

5月

11月

教育委員・教育長

件　　名 出席者

関東甲信越静市町村教育委員会連合会定期総会並
び研究大会（埼玉県）

件　　名 出席者

令和５年度定期総会及び研修会 教育委員・教育長

第１回教育長部会　（書面決議） 教育長

教育長

教育事情研修会 教育委員・教育長

第１回理事会　 教育長・教育長職務代理

第１回常任理事会 教育長職務代理

秋季研修会 教育委員・教育長

第２回理事会　 教育長職務代理

定期総会及び春季研修会

第２回理事会　（書面決議） 教育長・教育長職務代理

件　　名 出席者

南アルプス市教育委員会県外研修　中止 ―
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○開催状況・・・年１回

開催月日
案件
区分

2月16日
協議
事項

その他各種大会・行事への出席　※全教育委員が出席対象のみ掲げてあります。

月日

4月

4月9日

6月22日

10月18日

10月19日

10月22日

10月31日

11月6日

11月17日

1月25日

1月26日

2月7日

3月

市制祭

４　総合教育会議
　総合教育会議は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」に
より、平成２７年６月から開催しています。政策推進課主催のもと、市長が招集し、市
長、教育長、教育委員の構成により、市長と教育委員会との対等な執行機関同士の協議・
調整を行っています。

件　　名

令和の日本型学校教育の推進
～ＩＣＴ利活用から教育の質の向上へ～

件　　名

市内小中学校　入学式

第２１回南アルプス桃源郷マラソン大会

中北地区地域教育フォーラム

いじめ・不登校未然防止事業 教育講演会

第１回中北地区地域教育推進連絡協議会　研修会 

学びの質を高める授業づくり教育講演会（あやめホール）

市内小中学校　卒業式

研究指定校発表会（櫛形中）

芦安小中学校説明会

研究指定校発表会（白根飯野小）

研究指定校発表会（小笠原小）

第２回中北地区地域教育推進連絡協議会　研修会 
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２ 教育委員会の活動に対する点検及び評価 

教育委員会としての自らの活動内容を「教育委員会の定例会議・臨時会」、「教育委員会と事務

局の連携」、「教育委員の自己研鑽」及び「学校など教育施設への支援」の 4項目に分け、それぞれ

に点検項目を設け、教育委員自らがその目的に照らし、評価を行った上で評点し、意見を記載し

ました。 

 

（１）教育委員会の定例会議・臨時会 

点検 

項目 
会議の開催回数 評点 ３．８ 

実績 

定例会 12回 

・教育委員会会議規則に基づき、定例会を毎月 1回開催した。（審議案件数:36件） 

・限られた時間の中で、効果的・効率的な会議運営に努めた。 

臨時会 2回 

・財産の取得、教育委員会表彰の審議など。 

評価の

視 点 

① 必要な会議の回数は確保され、円滑な運営が行われている。 

② 全教育委員が参加できる日程調整及び開催時間の工夫が必要だと思う。 

 

（２）教育委員と事務局との連携 

点検 

項目 
情報提供等 評点 ４．２ 

実績 

・議案や資料を事前に配布することで、会議までに内容の把握、考察、調査 研究の時間

が持てるよう、情報提供に努めた。 

・会議日程についても、事前調整を図り、可能な限り予定の調整ができるよう連絡調整を

図った。 

・各種研修会の案内について、随時情報提供を行った。 

評価の

視 点 

① 常に細かな連絡調整をしていただき、安心して参加することが出来た。 

② 会議資料が事前に配布され、審議内容を把握して会議に臨むことができた。 

③ 会議資料以外にも、必要と思われる内容は随時、情報提供されていた。 
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（３）教育委員の自己研鑽 

点検 

項目 
研修会等への参加 評点 ３．２ 

実績 

・南アルプス市教育委員研修会を開催し、各課の主要事業説明、所管施設の視察機会を設

けた。 

・中北地区教育委員会連合会「教育事情研修」に参加した。 

・その他 各種研修会、会議へ参加した。 

評価の

視 点 

① 新型コロナ感染症が５類に移行したことに伴い、対面での研修会も実施され有意義な

時間を共有することができた。 

② 研修会開催が平日のみで、知見を深めたいが対応できなかった。 

③ 今後もオンライン研修会を行ってほしい。 

④ 参加した研修会から、教育委員としての活動に有益な学びの機会となった。 

⑤ 研修会に参加できなくても資料を後日いただけ、内容を把握することができた。 

 

 

（４）学校・教育施設への支援 

点検 

項目 
学校訪問 評点 ３．８ 

実績 

・市内の小中学校２２校の学校訪問を行い、各学校の特色ある学校経営、小中一貫校の取

組み状況等を聴取した。 

・各教室の授業内容を視察し、学校現場との意見交換を図った。 

評価の

視 点 

① すべての学校に訪問はできなかったが、各校の児童生徒の実態、解決が求められてい

る課題など直接確認することができた。 

② 各学校、授業観察により教育委員会としての支援について考えることができた。 

③ 不登校となっている児童生徒が多いが、学校での具体的な対策、対応が必要と感じた。 

④ 指導に差があると感じた。同一教科内での情報交換や研修会による知識向上が必要と

感じた。 

⑤ 画像を用いてのより分かりやすい授業など、先生方の事前準備の苦労が見えた。 

⑥ 学校施設の計画的な修繕が必要だと感じた。 

⑦ 学校側の負担を軽減する中で、学校訪問を継続していきたい。 
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Ⅳ 教育委員会事務局の事務事業についての点検及び評価                   

 

１ 教育委員会事務局の事務事業について 

南アルプス市では、南アルプス市総合計画を策定し「自然と文化が調和した幸せ創造都市・南

アルプス」という将来像を掲げています。教育委員会部門においては、この将来像の実現のため、

基本政策が設けてあります。 

基本政策「心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成」の中に「生涯学習の推進」、「歴史・伝統文

化の振興」、「学校教育の充実」、「学校施設の整備」、「青少年健全育成の推進」の５つの施策があ

ります。 

２ 第２次南アルプス市総合計画（後期基本計画） 体系（教育委員会関係抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔将来像〕          〔基本政策〕             〔施策名〕  

自
然
と
文
化
が
調
和
し
た
幸
せ
創
造
都
市
・
南
ア
ル
プ
ス 

26．生涯学習
の推進 

28．学校教育
の充実 

30．青少年健
全育成の推進 

27．歴史・伝統
文化の振興 

 
４．心豊かな人と文
化をはぐくむまち
の形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29．学校施設
の整備 
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３ 第２次南アルプス市教育振興プラン 体系（抜粋） 

  南アルプス市の教育が目指す姿であります「南アルプス市の未来を創る人づくり」の実現 

 のために、取り組む柱となる３つの目標を定めました。 

目 標 施 策 施策の柱 

１ 

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実 

１ 主体的に学習に取り組む教育の

充実 

① 学習意欲の向上 

② 資質・能力の向上を目指した指導 

２ 豊かな心を育成する教育の充実 
① 道徳教育の充実 

② ふるさと教育の推進 

３ 健やかな体の育成 
① 子どもの体力の向上 

② 食育・健康教育の充実 

４ すべての子どもたちへの支援 

① 特別支援教育の充実 

② 子どもたちに寄り添った指導体制 

③ 教職員の資質の向上 

④ 経済的支援の充実 

５ 小中一貫教育の推進 
① 一貫性のある教育課程の編成 

② 小中学校の教職員・家庭や地域の連携 

６ 学校施設の計画的な整備 
① 学校施設・設備の整備・危機管理体制の充実 

② 長寿命化計画に基づく計画的な整備 

７ ＩＣＴの活用と充実 
① 一人一台端末の活用の充実 

② 校務支援システムの活用 
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目  

標 
施 策 施策の柱 

２ 

郷
土
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
活
用 

 
 

と
伝
統
文
化
の
振
興 

１ 歴史的・文化的資源の保全と活用 

① 歴史的・文化的資源の掘り起こし 

② 歴史的・文化的資源の保護・保全 

③ 歴史的・文化的資源の活用 

２ 歴史的・文化的資源の情報発信 
① 情報発信拠点の整備と活用 

② 文化財情報の発信 

３ ふるさと教育の推進 
① 教育普及事業の推進 

② 人材の育成と支援 

３ 
生
涯
に
わ
た
る
学
習
の
充
実 

１ 生涯学習拠点の整備 

① 芸術文化の拠点としての環境づくり 

② 学びを支える情報拠点としての環境づくり 

③ 読書活動の推進 

④ 持続可能な社会教育施設の運営 

２ 生涯学習活動の推進 

① 市民主体の生涯学習活動支援 

② 学びの成果を活かす環境づくり 

③ 学びの継続を支える環境づくり 

３ 生涯スポーツの環境整備 

① ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

② 人材の育成と団体支援 

③ スポーツ施設の整備・充実 

４ 健全な青少年の育成 

① 人間性豊かな子どもの成長を支える環境 

づくり 

② 健全な青少年活動の推進 

③ 地域、家庭、学校が一体となった子どもを育

む活動の推進 

-20-



４ 教育委員会事務局の事務事業に対する点検及び評価について

事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

公民館運営管理事業 3

公民館活動として、公民館長、主事が中心となり、行動制限がな
くなる新型コロナウイルス感染症の5類への移行により櫛形地区3
館では徐々に事業が再開催され、地域住民の交流や文化の振興が
図られた。

3-2

生涯学習推進事業 3

新型コロナウイルス感染症の5類への移行により生涯学習施設の感
染対策ガイドラインが撤廃され、必要に応じた感染対策を講じな
がら制限なく学習機会や情報の提供を開始した。市民の自主的な
学習活動の醸成を図るため「自主企画講座」の開催に注力した。
開催回数は前年度比1.6倍、受講人数も1.4倍に増加した。

3-2

社会教育関係団体活動
支援事業

3

地域の社会教育団体10団体に対し補助金を交付した。補助金交付
決定は11団体であった。コロナ禍では、活動の規模や内容を縮小
されたものの、新型コロナウイルス感染症の5類への移行を契機に
補助金を活用した事業が再開された。また、社会教育委員による
活動調査も行われた。

3-2

南アルプス市高度農業
情報センター運営管理
事業

3

指定管理施設としてシダックス大新東ヒューマンサービス㈱に運
営管理を委託している。新型コロナウイルス感染症の5類への移行
により、必要に応じた感染対策を講じながらの施設運営に努め
た。年間利用者数は20,204人となり、前年度と比べ、5,593人増加
した。市民アンケートの結果では、市の文化施設の利用しやすさ
について、肯定的回答が過半数を超えており、施設の利用環境は
整備されているものと考える。

3-1

若草生涯学習センター
運営管理事業

3

若草中央公民館及び生涯学習センター機能を有している。新型コ
ロナウイルス感染症の5類への移行により、必要に応じた感染対策
を講じながらの施設運営に努めた。年間利用者数は34,483人とな
り、前年度と比べ6,716人増加した。市民アンケートの結果では、
市の文化施設の利用しやすさについて、肯定的回答が過半数を超
えており、施設の利用環境は整備されているものと考える。

3-1

甲西農村環境改善セン
ター運営管理事業

3

市直営施設として運営し、シルバー人材センターへ受付業務及び
清掃業務を委託している。新型コロナウイルス感染症の５類への
移行により行動制限が解除されたものの、多目的ホールは耐震性
が十分でないため条件付利用としている影響で、年間利用者数は
9,891人で、前年度と比べ、5,010人減少した。利用者には、他の
施設の利用を促し、変更できない場合の利用について対策を講
じ、施設開放を行った。

3-1

ふるさと天文館運営管
理事業

3

ふるさと天文館運営協力会と協働し、口径50cmの望遠鏡を使って
天体及び天文現象等の観測及び解説を実施し、利用者が安心して
利用できるよう適切な管理・運営に努めた。コロナ禍の影響から
の回復が進んでおり利用者数は261人、前年度比159％と増加し
た。

3-2

（１）基本政策　：　４　心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

施策名　：　２６　生涯学習の推進　（４１事業）

所属　：　生涯学習課／文化財課

-21-



事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

櫛形北地区農村環境改
善センター運営管理事
業

3

市直営施設として運営し、シルバー人材センターへ受付業務及び
清掃業務を委託している。市民が安心して利用できるよう適切な
管理・運営に努めた。年間利用者数は2,604人で前年度と比べ、
764人増加した。市民アンケートの結果では、市の文化施設の利用
しやすさについて、肯定的回答が過半数を超えており、施設の利
用環境は整備されているものと考える。

3-1

櫛形西地区農村環境改
善センター運営管理事
業

3

市直営施設として運営し、シルバー人材センターへ受付業務及び
清掃業務を委託している。市民が安心して利用できるよう適切な
管理・運営に努めた。年間利用者数は820人で前年度と比べ、237
人減少した。市民アンケートの結果では、市の文化施設の利用し
やすさについて、肯定的回答が過半数を超えており、施設の利用
環境は整備されているものと考える。

3-1

南アルプス市働く婦人
の家運営管理事業

3

市直営施設として運営し、シルバー人材センターへ受付業務及び
清掃業務を委託している。市民が安心して利用できるよう適切な
管理・運営に努めた。年間利用者数は2,303人で前年度と比べ、
220人増加した。市民アンケートの結果では、市の文化施設の利用
しやすさについて、肯定的回答が過半数を超えており、施設の利
用環境は整備されているものと考える。

3-1

生涯学習指定管理施設
等維持補修事業

3
市民が安心、安全に施設を利用できるように、緊急性を考慮し、
優先順位をつけて、6施設（20箇所）の修繕対応をした。

3-1

芦安調理場運営管理事
業

3

芦安高齢者コミュニティセンター解体に伴い、その調理室機能を
移転し、平成30年11月から供用開始した。市民が安心して利用で
きるよう適切な管理・運営に努めた。年間利用者数は、64人で前
年度と比べ、29人増加した。

3-3

桃源文化会館運営管理
事業

3

市民が芸術文化に親しむ場や生涯学習活動の場として、指定管理
者により、市民が安心して利用できるよう適切な管理・運営に努
めた。年間利用者数は80,522人で前年度と比べ、13,578人増加し
た。市民アンケートの結果では、市の文化施設の利用しやすさに
ついて、肯定的回答が過半数を超えており、施設の利用環境は整
備されているものと考える。

3-1

桃源文化振興協会運営
支援事業

3

専門的知識・技術を有する一般財団法人桃源文化振興協会職員の
人件費を補助（運営支援）し、指定管理施設である桃源文化会館
を芸術・文化の振興の拠点として、有効かつ効率的に管理・運営
させた。

3-1

市文化協会活動支援事
業

3
市文化協会の事務局は桃源文化振興協会が担っている。各地区の
文化団体の活動に対し財政支援することで、芸術文化の普及、生
涯学習の振興を図った。

3-1

スポーツ推進委員運営
事業

3

スポーツ推進委員が行う教室・大会の参加者数は、令和4年度
1,045人から令和5年度1,348人となった。新型コロナウイルス感染
症が5類に移行したことを受け、コロナ禍以前同様の参加者数に戻
りつつある。

3-1

所属　：　生涯学習課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

南アルプス市スポーツ
協会支援事業

3
スポーツ協会主催事業数は、令和4年度は8事業（コロナ禍により5
事業を中止）、令和5年度は新型コロナウイルス感染症が5類に移
行したことを受け、コロナ禍以前同様に13事業実施された。

3-3

県外スポーツ大会出場
支援事業

3

県代表として、県外大会へ出場する際の経費負担軽減のため、補
助金を交付する事業で、新型コロナウイルス感染症が5類に移行
し、様々な大会が開催され令和4年度22件から31件の申請に増加し
た。

3-3

南アルプス市ホームタ
ウンゲームの活動支援
事業

3
ヴァンフォーレ甲府サンクスデー（6/11）及び山梨クイーンビー
ズ戦（10/28.29、12/2）が実施され、観戦者への特産品ＰＲがで
きた。

3-3

部活動地域移行推進事
業

2

9月議会において条例制定。部活動地域移行推進協議会を立上げ、
12月と2月に推進協議会を開催し、本市の部活動地域移行に必要な
「目的」「目標」「方法」などを決定した。しかし、統括コー
ディネーターを配置することはできなかった。

3-3

桃源郷マラソン大会活
動支援事業

3

市内外からおよそ7千人規模のマラソン大会として定着していた
が、コロナ禍により令和2年度（18回大会）から大会が中止となっ
た。令和5年度は4年ぶりに規模を縮小するなかで開催し、参加者
数は2,132人であった。

3-3

スキー・スノーボード
教室開催事業

3
市内小学生及び中学生を対象に、初心者スキー・スノーボード教
室を開催している。令和4年度は46名の参加であったが、令和5年
度は1日目69人、2日目48人、合計117人の参加があった。

3-3

ホッケー競技普及推進
事業

3
市内2大会（6月、11月）を開催し合計81人の参加があった。ま
た、8月11日～13日に開催された全国大会には20名の参加があっ
た。また、白根地区2中学部活動への外部指導者派遣を行った。

3-3

社会体育施設維持管理
事業

3
社会体育施設及び学校開放施設の安全・安心確保することを目的
としており、各施設で19の修繕工事等を実施した。

3-3

社会体育施設指定管理
事業

3

指定管理者に適正な管理運営を委託する事業で、社会体育施設等
の利用者数は増加傾向にあり、令和元年度は525,899人、令和2年
度は316,515人、令和3年度は397,052人、令和4年度は432,009人、
令和5年度は445,903人であった。

3-3

甲西市民総合グラウン
ド機能回復事業

3

平成28年度から継続的に取組んでいるリニア中央新幹線建設工事
に伴う甲西市民総合グラウンドの移設事業について、甲西市民総
合グラウンド管理棟他解体工事を実施後、甲西市民総合グラウン
ド整備工事の契約を締結し整備工事を開始した。

3-3

所属　：　生涯学習課

-23-



事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

市立図書館運営事業 3

市立図書館の円滑な運営を行い、読書活動や学習活動を高めるた
め館内掲示や特集コーナーの充実を図った。資料貸出総数は年間
392,845冊で、前年比103％となった。
ふるさと人物室では、南アルプス市にゆかりのある人物（矢崎源
九郎・内藤多仲）の企画展や講演会を行った。また、偉人マンガ
製作活用検討委員会を4回行い、偉人マンガ『東京タワーをつくっ
た人　内藤多仲』を発行し、ふるさと教育の推進を図った。

3-1

市立図書館資料提供事
業

3
市内各図書館では、新聞43紙（延べ）・雑誌362誌（延べ）を市民
に提供した。雑誌の貸出数は22,887冊で、前年比101％となった。

3-1

市立図書館子どもの読
書活動推進事業

3

4年ぶりに「子ども講演会」「クリスマス会」を開催した。事前申
込制おはなし会は回数を増やし、新たにサプライズおはなし会を
行った。夏休み行事・ビブリオバトル等を行い、子どもたちが継
続して本に親しめる環境を整備した。また、学校と連携し児童生
徒が作成した読書川柳とPOPを市立図書館で展示し読書推進を図っ
た。子ども向け事業の参加者数は6,506人で前年比131％となっ
た。

3-1

図書館協議会運営事務 3
年3回、図書館協議会を開催し、市民の図書館に対する要望や意見
を市立図書館の運営に反映させた。また、電子図書館サービスに
ついて協議し今後の方針を定めた。

3-1

図書館システム管理事
業

3

定期的にシステム会議を実施し、図書館システムの安全な管理と
運営を図り、迅速かつ円滑な図書館サービスを利用者に提供し
た。また、令和6年度に予定されているシステム再構築に備え電子
図書館システムについて検討した。

3-1

図書館生涯学習推進事
業

3
「沢木耕太郎講演会」「朗読会」「シニア講座」等を行い、多様
な学習機会を提供した。他課とのコラボ事業が前年より少なかっ
たため一般向け事業の参加者数は3,991人で前年比90％となった。

3-1

ブックスタート事業 3

「ブックスタート事業」では、市内で生まれた全ての赤ちゃんと
保護者471人に絵本等を、「セカンドブック事業」では、市内の小
学校１年生596人に本を贈った。また、読書離れの進む小学校4･5･
6年生と中学生を対象におすすめの本を紹介する「サードブック事
業」を行い、子どもの発達段階に応じた読書を支援した。

3-1

図書館資料購入事業 3

暮らしに役立つ資料及び地域資料等を市民に提供するため、選書
会議を週１回行い、購入資料を検討した。資料貸出総数は年間
392,845冊で前年比103％となった。

3-1

所属　：　市立図書館
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

図書館事務研修事業 3
学校図書館との合同研修会を実施し、図書館運営に反映した。
また、新任学校司書研修を中央図書館で行った。図書館の動向や
資料情報を得るために研修会に参加した。

3-1

櫛形生涯学習センター
管理事業

4

市民が安全に安心して学習活動に取り組めるよう、不具合の生じ
ているホール音響設備の改修工事に着手した。市民が文化芸術に
触れる機会の創出を目的として、映画会、コンサートなどの自主
企画事業を実施した。順調に参加者の増加がみられ、各イベント
参加者の総数は1,557人で前年度比132％となった。施設の総利用
件数は937件で前年度比136％、施設全体の年間利用者数は18,124
人で前年度比166％であった。

3-1

図書館司書会計年度任
用職員配置事業

3
市立図書館（5館1分館）の円滑な運営を図るために、図書館司書
会計年度任用職員を配置し、効果的な図書館運営を行った。

3-1

白根生涯学習センター
運営管理事業

4

市民が安全に安心して学習活動に取り組めるよう、内壁のひび割
れの補修や防犯カメラの修繕を実施した。総利用件数は1,618件
で、前年度比122％となった。施設の年間利用者数は20,401人で、
コロナ禍前である平成31年度の年間利用者数11,966人の170％と
なっている。

3-1

事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

美術館企画展事業 3
企画展として「20世紀巨匠の版画達」展を開催し、5,547人の入館
者があった。今後も質の高い魅力ある展覧会を開催し、市民の文
化意識を高めるとともに、入館者の増加促進を図っていく。

3-1

美術館常設展事業 3

常設展として「笠松紫浪」展、「親子で楽しむ南アルプス市立美
術館コレクション」展、「深沢幸雄の仕事」展、「井上ひろ美」
展、「花・花・花」展を開催し、5,272人の入館者があった。
収蔵作品の中から新しい視点で工夫を凝らした展覧会を開催する
など、芸術文化の楽しみを発見できる事業を展開した。

3-1

教育普及事業 4

学校や保育所と連携したワークショップや学校に出向きワーク
ショップを行う「出張美術館」など、学校の美術活動を支援する
など博学連携を推進した。
新しい取組みとして、月曜日の休館日に市内小学生を対象として
自由に観覧できる「わくわく美術館」を企画し、７回実施した。
引き続き博学連携の強化を図り、教育普及事業を推進していく。

3-1

所属　：　市立美術館

所属　：　市立図書館
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

文化財保護活用事業 3
令和5年度、「柴田家（旧清水家）住宅土蔵」が、新たに国の登録
有形文化財となった。その他の文化財についても、国、県と連携
して適切に対応することができた。

2-1

文化財教育普及事業 3
実施した講座等の回数は233回、延べ参加人数は、9,629人であっ
た。それぞれ前年比120％、117％と増加しており、コロナ禍の影
響からの回復が進んでいる。

2-3

宝珠寺のマツ松くい虫
防除支援事業

3
同木が樹勢を保った年数を成果の指標とし、文化財所有者の行う
松くい虫防除事業の補助を行った。合併後20年間木の状態は良好
に保たれている。

2-1

鏡中條のゴヨウマツ松
くい虫防除支援事業

3
同木が樹勢を保った年数を成果の指標とし、文化財所有者の行う
松くい虫防除事業の補助を行った。合併後20年間木の状態は良好
に保たれている。

2-1

長谷寺の防災施設保守
点検支援事業

3
建造物が良好に維持された年数を成果の指標とし,文化財防災施設
保守点検事業の補助を行った。合併後20年間建造物は良好に保た
れている。

2-1

文化財教育普及看板設
置事業

3
上宮地の伝嗣院が管理している市指定文化財案内板1件を更新し
た。

2-2

埋蔵文化財調査受託事
業

4

令和4年に開始した新産業拠点整備に伴う発掘調査は、前例にない
大規模で困難な調査となったが、当初の予定通り、令和5年9月末
に終了することができた。加えて市民への説明会を実施し、調査
状況を公開した。その他の受託事業はなかった。

2-1

市内試掘確認調査事業 3
市内の遺跡の保護を図った数を成果の指標とし、達成率は100％。
試掘調査の実施件数は26件であった。

2-1

国指定史跡「御勅使川
旧堤防」整備事業

3

史跡のうち、桝形堤防については、令和4年度より整備工事を実施
していたが、令和６年３月に竣工し、一般公開をしている。市内
小学生なども、授業やイベントを通して整備工事を体験し、教育
普及活動にも資する整備となっている。

2-1

ふるさと文化伝承館運
営事業

4

令和5年度の利用者数は9,411人で、前年比126%と増加し過去最高
人数を記録した。テーマ展「ナニコレ！昔の道具」展、「かつて
牧場があった！南アルプス山麓の古代牧」、「身だしなみの民具
展」を開催した。ミニ企画「重要文化財全点特別公開」は県外か
らの利用者が目立った。

2-2

（２）基本政策　：　４　心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

施策名　：　２７ 歴史・伝統文化の振興　（１４事業）

所属　：　文化財課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

安藤家住宅運営管理事
業

3

大型バスも駐車可能となる駐車場が令和5年度内に完成している。
令和5年度の入館者数は3,915人で前年比93％となったが、最も誘
客できるひな祭りの時期に駐車場工事が重なったことが影響した
ものと考えられる。

2-2

安藤家住宅イベント開
催事業

3

令和5年度は、昨年に引き続き秋祭り宵の部（コンサート）を行う
ことができた。また、「ミニ門松づくり」、「むかし遊びとお話
会」、「紅葉ライトアップ」などを開催した。催事についても平
年どおりの開催に近づきつつある。

2-2

重要文化財安藤家住宅
トイレ整備事業

3 来館者用トイレを駐車場部分に新設する建設工事を行った。 2-2

ふるさと〇〇博物館推
進事業

4

新たな証言や資料の収集などを継続して行い、調査成果をふるさ
と文化伝承館の展示に反映することができている。「デジタル
アーカイブ」への地域資源の登録件数も順調に増え、令和5年度末
時点で前年比109％の970件を数え、年度中のアクセス件数67万
件、前年比223％と大幅に増加した。

2-2

所属　：　文化財課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

教育長交際活動費 3
教育行政執行のため外部との交際上必要な経費である。内部基準
に照らし執行している。

-

教育委員活動事業 3
定例（臨時）教育委員会の開催。学校訪問及び教育研修など積極
的に行い、知識向上を図った。

-

教育委員会事務局管理
事務

3
公用車、コピー機等の管理、電気の使用、コピー用紙のリサイク
ルなど、無駄のない予算管理に努めた。

-

巨摩高校定時制教育振
興会参画事業

3
生徒が行う部活動や校外活動に対し、本市のほか、富士川町、中
央市や生徒の雇用主、同窓会等で組織する教育振興会が支援を行
うため、負担金を支出した。

-

小林愛則育英奨学会支
援事業

3
将来、社会の中核となる人材を育成する目的として、高校３年間
奨学金を給付している。令和5年度は新規・継続を含めた7名に奨
学金の給付を行った。

1-4

芦安活性化対策育英奨
学金貸付事業

2
芦安地区の過疎対策事業として育英奨学金貸付事業を行ってい
る。令和5年度は申請者がなかった。

1-4

南アルプス市奨学金貸
与事業

3
向学意欲が高い高校生1名、大学生3名に対して、適正に奨学生の
選考、貸与事務を執行することができた。

1-4

事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

教育支援センター運営
管理事業

4

学校へ登校することが困難な児童生徒への学習支援・教育相談を
行っている。保護者や学校と連携を図る中で、学校復帰・高校進
学を目指して取り組んだ。また、教育相談員と臨床心理士による
入所生徒や保護者へのカウンセリングを通して、児童生徒への支
援を丁寧に行った。令和5年度からは北部教育支援センターを新た
に開設し、利便性の向上を図った。在籍者17人であった。

1-4

学びの質を高める授業
づくり推進事業

3

指定校（2年次：白根飯野小学校　1年次：小笠原小・櫛形中）を
定め、児童生徒が互いの意見や考え方を聴き合い、学び合う授業
づくりを目指し研究を深めた。また、授業公開によって、研究内
容を市内の小中学校に示した。年度末には教育委員会が主催し、
市内22校の教職員を対象とした成果報告会と講師を招聘しての教
育講演会をオンラインにて実施した。

1-1

（３）基本政策　：　４　心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

施策名　：　２８　学校教育の充実　（４３事業）

所属　：　教育総務課

　所属　：　学校教育課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

南アルプス自然体験推
進事業

3

ユネスコエコスクールである芦安小中学校を対象に南アルプス市
の身近な自然を生かした体験学習を通して、児童生徒に南アルプ
ス市の自然や伝統文化について学ばせる機会としている。令和5年
度においても、中学校自然パトロールや登山、小学校は櫛形山登
山や森林学習を実施した。

1-2

いじめ・不登校未然防
止推進事業

3

小学校5年、中学校1年でQ－U検査を実施し、学級、学年の集団分
析を行い、いじめや不登校の未然防止、早期解消に向け、その活
用を図った。また、教育講演会を実施して困難を抱える児童生徒
やその保護者の理解、学校としての支援のあり方等について研修
を深めた。

1-4

スクールガードリー
ダー事業

3
児童生徒が安全に安心して登下校できるように、通学路の巡回や
学校周辺のパトロールを実施した。また、研修会等を実施した。

1-4

教育推進管理事務 3

指導主事等がICT教育や、特別支援教育等、県下同一歩調で進める
喫緊の教育課題についての研修を受け、その研修内容を市内22校
に還流しながら、必要な指導・助言を行った。また、国や県から
の指導、教育雑誌から得られた最新情報、研究結果等を具体化
し、学校訪問や研究会で提示した。

1-4

南アルプス市学校応援
団育成事業

3

各中学校区のコーディネーターを中心に、地域ボランティアを募
り、見守り隊を含め約600人程の登録をいただいた。読み聞かせや
農業体験をはじめとした体験活動や環境整備等、学校の要望に対
応した講師を派遣することができた。大学生の学生サポーターは
15人に留まったが、児童・生徒のための支援を行うことができ
た。

1-4

小中学校教師用指導
書・教師用教科書購入
事業

3
少人数学級導入により増加した教室分及び、令和6年度から改訂さ
れる小学校の教師用指導書・教科書を購入した。

1-4

若草南小学校情緒障害
通級指導教室

3
市内の小学校の普通学級に在籍する支援を必要とする児童を対象
に、自立活動を行っている。令和5年度は市内12校から44人の児童
が通級した。北部地区では、白根百田小で巡回指導を実施した。

1-4

小中学校における小笠
原流礼法推進事業

3

小笠原流礼法宗家本部と関わりながら、礼法指導を行う２人の師
範を市内小中学校22校に派遣した。各クラス2回ずつ授業を行い、
小中学校9年間を通し、心を育てる指導をした。教職員対象に卒業
証書授与伝達講習会等を実施し、指導にあたる教職員の理解度も
高めてきた。

1-2

　所属　：　学校教育課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

教育相談事業 3

多様化する児童・生徒の諸問題に対し、臨床心理士と教育相談員
を配置し、児童・生徒及び保護者等の相談を行った。今後も、低
年齢のうちから継続的な相談を行える体制の強化をしていく必要
がある。

1-4

部活動指導員任用事業 3

白根巨摩中（陸上部）、白根御勅使中（ホッケー部）、芦安中
（バドミントン部）等11の部活動において外部指導員を雇用し、
部活指導教員の支援及び生徒の技術等の向上を図ることができ
た。

1-3

第三次小中学校教育系
ネットワーク整備事業

3
文科省のGIGAスクール構想に沿って、各小中学校に整備した無線
LAN環境や児童生徒1人1台のコンピュータを正常に使用できるよう
にするための保守管理を行った。

1-7

櫛形中学校情緒障害通
級指導教室運営事業

3

市内の中学校の普通学級に在籍している支援を必要とする生徒を
対象に櫛形中学校にサポートルームを開設した。28人の生徒が在
籍し、生活上、学習上の困難の改善、解消のための自立活動を
行った。また、八田中学校・白根巨摩中学校・御勅使中学校・若
草中学校・甲西中学校の巡回指導を行った。

1-4

教育支援体制整備事業 4

子どもの学びの補償をサポートし，学校教育活動を支援する学力
向上支援員を配置した。全校に配置することにより、特別なニー
ズが必要な子どもの指導・支援につながり、教職員の業務改善に
もつながった。

1-4

市単講師派遣事業 3

目標どおり36人の市単講師等を配置し、支援を必要としている児
童生徒に対して、きめ細かな指導をすることができた。支援が必
要となる児童生徒は増加傾向にあり、継続した市単講師の確保が
課題である。

1-1

司書臨時職員配置事業 3
目標どおり14人の市単司書を配置し、芦安小中学校は兼務、それ
以外は1校1人の配置ができた。今後も現状を維持し、学校図書館
の有効活用を支援する。

1-4

用務員臨時職員配置事
業

3
目標どおり芦安小中学校を除く学校に、児童生徒が快適に学校生
活を送ることができるよう市単用務員を配置することができた。

1-4

学校図書館蔵書管理事
業

3
学校図書館の蔵書とその貸出等をシステムで管理するとともに、
学校・公立図書館間で情報共有を行うことができた。

1-4

学事管理事務 3
学齢簿の管理や転学等の就学事務を円滑に実施することができ
た。さらに、学校予算のうち学事管理事務で一括計上できるもの
は予算を集約・削減に努めた。

1-4

学校災害補償保険事業 3
学校施設の瑕疵等、財物の滅失等の損害、学校管理下における児
童生徒等の事故等の災害に対する保険に加入した。

1-6

　所属　：　学校教育課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

小中学校清掃委託事業 3
入札により選定した業者により小中学校22校の校舎、体育館等の
清掃を行い、快適な学校環境の維持向上に努めた。

1-6

学校消火器管理事業 3
学校に設置されている製造から10年が経過した、法令上期限切れ
の消火器の入替を行った。

1-6

外国語指導講師配置管
理事業

3
1人のアドバイザーと10人のALTを配置し、小・中学校において英
語でのコミュニケーション指導を行った。

1-1

小中一貫教育研究推進
事業

3

櫛形・若草・白根巨摩中学校区では、令和3年度に引き続き、甲
西・白根御勅使中学校区では、令和4年度から小中一貫教育推進協
議会を開催した。それぞれの地域の特徴を生かせるような取り組
みを進めた。

1-5

学校運営協議会事業 3
八田地区・芦安地区で令和4年度から学校運営協議会を開催し、地
域と学校との連携に向けて取り組みを進めた。

1-4

小学校要保護就学援助
及び特別支援教育就学
奨励費事業（補助）

3
要保護世帯の生徒3人の保護者に対し修学旅行費の一部を、特別支
援学級に在籍する児童113人の保護者に対し特別支援教育就学奨励
費を支給することができた。

1-4

小学校準要保護就学援
助事業（単独）

3
準要保護世帯の児童245人の保護者に対し就学援助費を支給するこ
とができた。さらに、新入学用品費の入学前支給も35人に実施す
ることができた。

1-4

中学校関東大会・全国
大会出場支援事業

3
学校教育活動の一環として県外で行われる関東・全国大会に出場
する経費の一部を補助した。

1-3

中学校要保護就学援助
及び特別支援教育就学
奨励費事業（補助）

3
要保護世帯の生徒2人の保護者に対し修学旅行費の一部を、特別支
援学級に在籍する生徒39人の保護者に対し特別支援教育就学奨励
費を支給し援助することができた。

1-4

中学校準要保護就学援
助事業（単独）

3
準要保護世帯の生徒175人の保護者に対し就学援助費を支給するこ
とができた。さらに、新入学用品費の入学前支給も47人に実施す
ることができた。

1-4

　所属　：　学校教育課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

学校給食費徴収事業 3

令和5年度の給食費の収納率は100％。児童生徒の給食費無償化を
実施したため、現年は教職員のみの徴収を行った。過年度未納分
については、裁判所を通した支払督促や不納欠損の実施等、未納
の減少に努めた。

1-3

学校給食費等補助金交
付事業

3

令和5年度からの新規事業。市立学校以外の義務教育諸学校に在学
している児童生徒の保護者や、市立小中学校に在学しているが食
物アレルギー等やむを得ない事情により弁当を持参する児童生徒
の保護者に対して補助金を交付した。

1-3

北部学校給食センター
給食事業（学校給食）

3

給食の提供は、衛生管理に細心の注意を払いながら、時間内に安
心安全な給食を届けることができた。食育指導では、ＩＣＴを活
用した食育も進めた。食物アレルギーへの対応(小中学校36名、保
育所11名)は通常通り行った。前年度に引き続き、全国的な食材費
高騰の影響を受けたが、給食費の１０％分を賄材料費の予算とし
て上乗せして対応し、質・量を落とすことなく給食を提供するこ
とができた。

1-3

南部学校給食センター
運営事業

3

給食の提供は、衛生管理に細心の注意を払いながら、時間内に安
心安全な給食を届けることができた。食育指導では、ＩＣＴを活
用した食育も進めた。食物アレルギーへの対応(48名)は通常通り
行った。学校給食も全国的な食材費高騰の影響を受けたが、給食
費の10％分を賄材料費の予算として上乗せして対応し、質・量を
落とすことなく給食を提供することができた。

1-3

北部学校給食センター
除害施設改修事業

3

施設隣接道路の公共下水道配管に伴う下水道接続のため、前年度
に行った設計に基づき、除害施設の改修工事を行った。無事接続
工事は完了し、併せて行った排水処理施設槽の洗浄により臭い等
の環境も改善した。

1-3

　所属　：　市立学校給食センター

-32-



事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

小学校施設設備整備事
業（単独）

3
学校からの修繕要望に対し、設計、調査等を25件と芦安小学校校
舎屋上防水工事ほか97件の修繕工事を実施した。

1-6

若草小学校改築事業 3
若草小学校改築に伴い、仮設校舎を設置し、リースを開始した。
また校舎解体工事の契約を締結した。

1-6

屋内運動場等照明ＬＥ
Ｄ化事業（小学校分）

3 市内小学校11校の屋内運動場照明のＬＥＤ改修を実施した。 1-6

中学校施設設備整備事
業（単独）

3
学校からの修繕要望に対し、設計、調査等を6件と櫛形中学校屋
内運動場アリーナ床修繕工事ほか38件の修繕工事を実施した。

1-6

屋内運動場等照明ＬＥ
Ｄ化事業（中学校分）

3
市内中学校6校の屋内運動場・武道場照明のＬＥＤ改修を実施し
た。

1-6

（４）基本政策　：　４　心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

施策名　：　２９　学校施設の整備　（５事業）

所属　：　教育総務課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

青少年育成コーディ
ネーター設置事業

3

青少年の健全育成活動を推進する市民会議の事務局業務を担う。
子どもクラブ・育成会・青少年育成推進員・自治会・学校・PTA 等
と連携を図り、地域性を生かした活動を図るため、関係機関との連
絡・調整を担い事業を円滑に推進した。

3-4

青少年育成推進会議運
営事業

3

110人（定員112人以内）の推進員が、市民会議専門委員会に所属
し、青少年活動や地域イベントなど広く活動を展開している。
また、研修会の実施や子どもの夏季、冬季休業期間にはチラシを配
布するなど啓発活動を行った。

3-4

ジュニアリーダー養成
事業

4

市内中高校生23人が、地域や学校でリーダーとして活躍することを
目的に、令和5年度は月1回の養成研修を計画した。北杜市ジュニア
リーダーとの合同研修、観光推進課ユネスコエコパーク担当と合同
で櫛形山登山研修、職場体験として保育所実習など、計22回の研修
を実施した。また、令和5年度は新たな試みとして、本市ジュニア
リーダー研修を修了した、20歳から23歳の5人が、「シニアリー
ダー」として、ジュニアリーダーの指導、アドバイザーの役割を
担って人材育成を図った。

3-4

二十歳のつどい事業 3

二十歳対象者の門出を祝い自立を促す事業とし、毎年1月に開催。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、アイメッセ山梨
で開催していたが、会場を桃源文化会館で開催することができた。
実行委員会を立ち上げ、式典対象者による企画運営で式典を挙行し
た。来場できない対象者・保護者のため、YouTube動画配信を行っ
た。（二十歳対象者768人中623人、参加率81.1％）（前年度　二十
歳対象者828人中624人、参加率75.4％）

3-4

市子どもクラブ指導者
連絡協議会支援事業

3

子どもクラブ毎に子どもの育成事業を実施している(76団体)。
子どもクラブ活動の活性化を図るため、指導者の活動に対し支援を
する。7月「ラジオ体操講習会」、11・2月「青少年のためのイン
ターネット講習会」、1月「みんなでつくる地域づくり講演会」、2
月「市内工場見学・工業団地造成現地視察研修会」を開催した。

3-4

青少年育成南アルプス
市民会議支援事業

3

広く市民が青少年問題の重要性に着目し、健全育成を図ることを目
的に様々な活動を活発に展開している。事業の見直しを図り、登下
校時のみまもり活動を活発にするため、全支部で関係団体に「みま
もりたすき」を配布した。また、各支部に青少年育成コーディネー
ターを配置し、専門的な立場で指導・助言を図り、財政的支援を
行った。

3-4

施策名　：　３０　青少年健全育成の推進　（１１事業）

（５）基本政策　：　４　心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

所属　：　生涯学習課
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事務事業名 評点 評価の視点
教育振興プラン
目標‐施策番号

南アルプス警察署管内
少年補導員支援事業

3
少年の非行防止活動の推進及び、各種防犯団体の活動支援や関係団
体との連携を図る活動を目的とした協議会への財政的支援を行っ
た。

3-4

キッズタウン南アルプ
ス支援事業

3

地域人材を生かした職業体験事業として、実施主体である商工会青
年部に財政的支援を行った。令和2、3年度は新型コロナ感染防止で
中止となったが令和4年度は再開され、令和5年度は218人の参加者
があった。地元の人の仕事を体感し、憧れや興味を抱き、伝統や仕
事の大切さを学ぶ貴重な機会となっている。

3-4

青少年国内交流・交流
支援事業（津別町）

3
令和5年度は小学生18人が訪問した。流氷館見学や川遊び、農場体
験など山梨ではできないことを体験することができ、さらには津別
町への理解を深めることができた。

3-4

青少年国内交流・交流
支援事業（小笠原村）

3

令和5年度は24人（生徒19人、引率5人）の受入で、市内中学生生徒
及びジュニアリーダーとの交流会を実施した。生徒たちとのふれい
あいの時間を持つことができ、さらには小笠原村への理解を深める
ことができた。

3-4

青少年国内交流・交流
支援事業（穴水町）

3

令和5年度は26人（児童21人、引率5人）の受入で、市内小学生児童
及びジュニアリーダーとの交流会を実施した。児童たちとのふれい
あいの時間を持つことができ、さらには穴水町への理解を深めるこ
とができた。

3-4

所属　：　生涯学習課
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